






〔研究目的〕 

心身障害児の発生を減少させるためには周産期の適正な医療が重要である。近年,整備され

た NICU を有する新生児医療施設における医療は著しい進歩を示し,極小未熟児や重篤な呼

吸障害を合併した新生児についても後障害のない救命の可能性が大きくなってきた。 

しかし,新生児医療は限られた特別の医療施設の医療内容の問題だけでなく,地域全体とし

て整備されなければならない。 

私どもは昭和 51～53年度に「母子保健・医療システムに関する研究班〔主任研究者:平山

宗宏教授)」において「新生児緊急医療システムに関する研究」を分担し,わが国全体の新

生児医療の現状を検討し,地域化 regionalizationの方向を探ってきた。その後,短期間に

全国的にみて新生児医療施設の整備は急速に進んできていると思われる。前記の研究班に

おいて昭和 51 年度に「わが国の主要医療施設における新生児医療の現状に関する全国調

査」を実施したが,今年度はその後 4年間の整備状況を調査し,あわせて現状の問題点を検

討することを研究の目的とした。 


